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松
前
町
で
は
毎
年
10
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
農
作

物
の
収
穫
を
祝
い
、
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
秋
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
３
日
間
は
、
各
地
区
で
地
域
色
豊

か
に
「
み
こ
し
」、「
獅
子
舞
」
や
「
高
張
り
」
の
神
事

が
行
わ
れ
、
町
内
は
祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
す
。

　

松
前
町
﹁
秋
祭
り
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四
国
四
県
町
村
会
・
議
長
会
事
務
局
長

会
議
が
、
8
月
7
日
徳
島
市
の
「
ホ
テ
ル

千
秋
閣
」
で
開
催
さ
れ
、
各
県
事
務
局
長

や
担
当
者
が
出
席
。「
四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
」
の
開
催
要
綱
等
を
別
掲
の
と

お
り
決
定
し
た
。

　

首
長
と
議
会
は
二
元
代
表
制
の
仕
組
み

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
町
村
会
と

議
長
会
の
要
望
事
項
に
は
若
干
の
差
異
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
は

町
村
行
政
の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
で

あ
り
、
例
え
ば
町
村
財
政
の
充
実
強
化
や

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
向
け
て

四
国
四
県
町
村
会
・
議
長
会
事
務
局
長
会
議

　
8
／
7
　
徳
島
市
で
開
催

地
方
分
権
の
進
展
、
さ
ら
に
道
路
網
の
整

備
促
進
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
共
通
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、四
国
57
の
町
村
長

と
議
長
が
一
堂
に
会
し
て
、立
場
を
超
え
て

共
闘
し
よ
う
。
そ
し
て
、四
国
の
魅
力
を
内

外
に
広
く
発
信
・
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る

狙
い
の
も
と
に
、一
昨
年
か
ら
こ
う
し
た
か

た
ち
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

な
お
、
大
会
は
9
月
24
日
㈫
午
後
2
時

か
ら
高
知
市
の
「
ザ　

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

新
阪
急
高
知
」
で
開
催
さ
れ
る
。

平成25年度四国四県町村長・議長大会開催要綱
　
₁　名　　称　　四国四県町村長・議長大会
₂　目　　的　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会と執行部の

立場を超えて「元気溢れる地域をつくる」との強い信念
のもと、町村の抱える重要課題について研修・意見交
換・審議し、その実現のためお互いに連携を密にしなが
ら、総力を結集して行動し、多様で個性豊かな町村自治
の振興と住民福祉の向上を期する。

₃　主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会
₄　日　　程　　平成25年₉月24日（火）
　　　　　　　　⑴　大　会　　　　14時00分～15時25分
　　　　　　　　⑵　シンポジウム　～道州制の何が問題か～
　　　　　　　　　①　基調講演　　15時35分～16時25分
　　　　　　　　　　　　演題：「道州制基本法案について」（仮題）
　　　　　　　　　　　　講師：東京大学名誉教授　大森　彌 氏
　　　　　　　　　②　パネルディスカッション　16時30分～17時45分
　　　　　　　　　　　「道州制と地方自治の将来について」（仮題）
　　　　　　　　　　　コーディネーター：全国町村会調査室長　坂本　誠 氏
　　　　　　　　　　　　〈パネリスト：四国各県代表１名〉
　　　　　　　　　　　　〈アドバイザー：大森　彌 氏〉
　　　　　　　　⑶　意見交換会　　　18時00分～
₅　開催場所　　ザ クラウンパレス新阪急高知　
　　　　　　　　　　高知市本町4丁目2⊖50　℡₀₈₈⊖₈₇₃⊖₁₁₁₁
　　　　　　　　　　大会：3階「花の間」／意見交換会：3階「蘭の間」
₆　出 席 者　　四国四県町村長　全員
　　　　　　　　四国四県町村議会議長　全員
₇　審議事項　　・提案議題　　・決議
₈　大会次第　　⑴　開会のことば　　⑵　国歌斉唱　　⑶　あいさつ
　　　　　　　　⑷　宣言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞
　　　　　　　　　　　高知県知事、高知県議会議長、全国町村会長、
　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　　　⑹　議長選出　　⑺　議事　提案議題審議
　　　　　　　　⑻　決議　　⑼　実行運動方法協議
　　　　　　　　⑽　閉会のことば
₉　意見交換会　⑴　開会　　⑵　あいさつ　　⑶　乾杯　　⑷　懇談
　　　　　　　　⑸　万歳三唱（ガンバローコール）　　⑹　閉会

　

平
成
25
年
度
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協

議
会
研
修
会
が
、
8
月
19
日
㈪
午
後
2
時

か
ら
「
え
ひ
め
共
済
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、

町
監
査
委
員
ら
29
人
が
出
席
し
た
。

　

研
修
会
は
、
ま
ず
上
甲
会
長
（
鬼
北
町

代
表
監
査
委
員
）
が
挨
拶
を
述
べ
た
の

ち
、
た
だ
ち
に
研
修
に
入
り
、
砥
部
町
代

表
監
査
委
員
の
影
浦
浩
二
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
新
地
方
公
営
企
業
会
計
の
実
務
と
監

査
の
視
点
」
と
題
し
て
、
地
方
公
営
企
業

会
計
基
準
の
見
直
し
の
背
景
や
監
査
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
約
2
時
間
半
の
講
演
を
聴
講

し
、
午
後
4
時
40
分
、
片
岡
副
会
長
（
内

子
町
代
表
監
査
委
員
）
の
閉
会
あ
い
さ
つ

で
研
修
会
を
終
え
た
。

　

な
お
、研
修
会
終
了
後
に
同
会
館
で
、監

査
委
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
意

見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

平
成
25
年
度
研
修
会
を
開
催

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
　

講師：影浦砥部町代表監査委員

研 修 会 次 第

1　開　　会　　	 14：00

2　あいさつ　　上甲会長

3　研　　修	 　　14：05～16：40

　　　「新地方公営企業会計の実務と監査の視点」

　　　　　砥部町代表監査委員

　　　　　　　影　浦　浩　二（かげうら こうじ） 氏

4　事務連絡　	 　16：40～17：00

5　閉　　会　　片岡副会長	 　　17：00
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か
つ
て
な

い
猛
暑
を
記

録
し
た
今
年

の
夏
も
、
₉

月
に
入
り
急

に
秋
の
訪
れ

を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

₉
月
₇
日
の
深
夜
か
ら
₈
日
の
早
朝
に

か
け
て
、
固
唾
を
呑
ん
で
テ
レ
ビ
に
か
じ

り
つ
い
た
多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん
に
は
生

涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
₂
₀
₂
₀
」、ビ
ッ
グ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

夜
明
け
と
と
も
に
流
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

勝
負
の
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

高
円
宮
妃
久
子
様
の
気
品
に
あ
ふ
れ
た
流

暢
な
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
に
よ
る
東
日
本

大
震
災
へ
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
お
礼

の
言
葉
に
始
ま
り
、
実
家
が
被
災
し
た
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
佐
藤
真
海
選
手
が

絶
望
の
淵
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
立
ち

直
っ
た
体
験
談
を
語
り
、
滝
川
ク
リ
ス
テ

ル
さ
ん
が
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
伝
統
文

化
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
を
流
暢
な

フ
ラ
ン
ス
語
の
合
間
に
さ
り
げ
な
く
入
れ

た
演
出
は
実
に
圧
巻
で
し
た
。
日
本
人
で

あ
る
我
々
で
さ
え
も
強
く
心
を
打
た
れ
る

シ
ー
ン
で
あ
り
、「
こ
れ
で
東
京
決
ま
り
か

な
」
と
密
か
に
確
信
を
持
っ
た
も
の
で
し

た
。

　

た
だ
、
唯
一
の
心
配
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

に
福
島
原
発
の
汚
染
水
問
題
を
追
及
さ
れ

た
時
、
安
倍
総
理
は
「
心
配
な
い
、
汚
染

水
は
、
福
島
原
発
の
港
湾
内
₀
．
₃
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
で
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
る
。

そ
れ
が
真
実
だ
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
果

た
し
て
本
当
で
し
ょ
う
か
。
日
々
流
れ
る

映
像
で
は
と
て
も
大
丈
夫
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
福
島
の
多
く
の
方
々
が
、
い
ま
だ
に

各
地
で
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
大
丈
夫
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

　

未
曾
有
の
大
震
災
で
、
大
切
な
家
族
や

友
人
、
財
産
ま
で
も
失
っ
た
被
災
地
の

方
々
に
は
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

近
い
将
来
必
ず
起
き
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
対
す
る
備
え
が
完
璧
に
で
き
る

と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
今
回
の
経
験
を

教
訓
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
防
災
・

減
災
に
取
組
む
こ
と
が
大
震
災
で
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
へ
の
何
よ
り
の
供
養
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

₂
₀
₂
₀
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
決
定
が
、
被
災
地
復
興
の
強
い
追
い
風

と
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
安
倍

総
理
自
ら
「
福
島
は
問
題
な
い
」
と
世
界

中
の
マ
ス
コ
ミ
の
言
い
切
っ
た
そ
の
言
葉

の
裏
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
上
に
東
北

の
復
興
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
強
い
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
大
い
に
期
待

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

₂
₀
₂
₀
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ

る
直
接
的
な
経
済
波
及
効
果
は
、
約
3
兆

円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
の
試
算

で
は
最
大
₁
₅
₀
兆
円
規
模
に
な
る
そ
う

で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
と
併
せ
て
、選

手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
大
い
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
お
家
芸
で
あ
る
柔
道
は
、
1
9
₆

₄
年
東
京
五
輪
以
降
の
金
メ
ダ
ル
全

₁
₀
6
種
目
の
う
ち
、
実
に
3
分
の
1
を

超
え
る
36
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
2
0
0
4
年
ア
テ
ネ

五
輪
で
8
個
の
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
以
降
、

徐
々
に
坂
道
を
転
が
る
が
ご
と
く
弱
く

な
っ
た
の
は
、
全
日
本
柔
道
連
盟
（
全
柔

連
）
や
講
道
館
の
体
質
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
事
も
あ
ろ
う
に
、
2
大
会

連
続
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
婦
女
暴
行
事

随想随想随想

﹁
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
﹂

 

愛
南
町
長　

清
　
水
　
雅
　
文
　

件
や
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
へ

の
助
成
金
返
還
問
題
に
、
役
員
に
よ
る
セ

ク
ハ
ラ
、
そ
し
て
女
子
代
表
15
選
手
へ
の

暴
力
問
題
な
ど
、
こ
れ
だ
け
世
間
を
賑
わ

せ
て
い
る
の
に
、
い
つ
ま
で
も
会
長
の
椅

子
に
座
り
続
け
よ
う
と
す
る
潔
さ
の
な
い

女
々
し
い
姿
に
失
望
し
た
国
民
の
方
も
た

く
さ
ん
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

全
柔
連
会
長
が
交
代
し
て
１
週
間
後
に

開
か
れ
た
世
界
柔
道
選
手
権
で
は
、
男
子

60
㎏
級
の
高
藤
直
寿
、
66
㎏
級
海
老
沼
匤
、

そ
し
て
73
㎏
級
の
大
野
将
平
の
3
選
手
が

「
こ
れ
が
柔
道
だ
」と
い
う
と
こ
ろ
を
見
せ

つ
け
て
く
れ
た
の
に
は
、
日
本
柔
道
復
活

近
し
を
強
く
感
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
7
年
間
、
我
々
は
大
き
な
夢

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
、
ア
ス

リ
ー
ト
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す

青
少
年
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

■商工観光課から

﹁愛南まるゴチ秋の味覚祭﹂
を開催します

お問い合わせ／商工観光課　℡ 0895-72-7315

　食欲の「秋」に、今流行のご当地グルメのイベント
として「愛南まるゴチ秋の味覚祭」を開催します。「今
治焼豚玉子飯」や「四万十牛コロッケ」など四国 4県
の B級ご当地グルメのほか、あの有名な「富士宮焼き
そば」も出店します。お子さんが楽しめる「ふわふわ
遊具」もありますので、お誘い合わせの上、ぜひご来
場ください。

◇日時　10月13日㈰　9:30～15:00
　　　　（小雨決行・荒天中止）
◇場所　レクザム愛南工場 敷地内
　　　　※約600台収容できる駐車場（無料）があります。
◇内容　•四国Ｂ級（ジビエ）ご当地グルメゾーン
　　　　•第３回愛なんうまいもんコンテスト
　　　　•なーしくん＆にゃんよと一緒！撮影会
　　　　•サスケチャレンジ（有料。ご利用になれるのは、
　　　　　小学生 3 年生以下です。）
　　　　•うり坊レース　　
　　　　　　　　その他、お楽しみイベント満載です。

※写真はイメージです。
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総合事務組合だより

消 防
（単位：円）

（単位：円）
交 通 災 害

（単位：円）

退 職 手 当
（単位：円）

議員公務災害

（単位：円） （単位：円）【基金積立金会計】 【翌年度繰越金内訳】

（歳入） （歳出） （単位：円）（単位：円）

1 1
1 1
2 2
3 1
4 2
5 3

2 4
1 3

3 1
1 2
2 3

4 4
1 5

5 4
1 1

6 5
1 1

7 6
1 1
2
3

0
0

0

5,054,390,000
5,054,390,000

消防事業費
交通災害事業費

535,781,761

款

歳 出 合 計
予備費

基金積立金

金 額

議会費

監査委員費

871,515,014

議員連合会支出金

　平成２５年第２回愛媛県市町総合事務組合議会定例会は８月９日に開催され、平成２４年度決算など４議案

を上程し、いずれも承認又は原案のとおり可決された。決算の概要は、次のとおり。

【平成２４年度　愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出決算】

予備費 0

総務費
総務管理費

事業費

諸支出金

67,394
議会費

6,034,176,512

12,515,251,290歳 入 合 計

消防基金
等支出金

54,681,538諸収入

基金繰入金 4,550,000,000

雑入 3,648,362

預金利子 2,630,971
団体支出金 48,402,205

繰越金

公務災害負担金

4,550,000,000

0

249,241,690

款
金 額

項
6,774,605,941

55,103,400

繰入金

繰越金

財産運用収入

会館使用料

消防基金支出金

項
負担金

使用料

自治会館負担金

67,394
100,295,306
100,285,706

6,613,778,697
3,600,000

6,406,907,749

認定委員会費

304,255,192

審査会費

9,600
交通災害共済掛金

退職手当負担金
消防負担金

8,050,000

249,241,690
退職手当事業費

289,600

3,600,000

37,685,312
5,929,242
205,870

0

積 立 金 種 別 金 額

公債費 0

自治会館事業費
議員公務災害事業費

積 立 金 種 別
退職手当繰越金 735,132,766

871,515,014

財産収入

公債費

11,768,531,397

11,607,107

退職手当基金積立金

11,607,107

消防賞じゅつ金等基金積立金
交通災害見舞金基金積立金
会館財政調整基金積立金

2,911,007,000
154,354,000
161,863,000
88,186,000 自治会館繰越金 2,194,782

金 額

消防繰越金 4,557,612
交通災害繰越金 4,304,877

災害報償費

【平成２４年度　各事業における支払の状況】

公務災害繰越金 529,856
合 計 746,719,8933,320,571,000合 計

議員公務災害補償基金積立金 5,161,000

災害見舞金 346 32,460,000
種 別 人 数 金 額

47
39

障害・遺族補償年金
従事者災害補償費
退職報償金

その他退職
定年退職
勧奨退職
普通退職 483,899,414

金 額
270,279,666特別職

人 数
27

種 別

996,507,438
4,188,602,684

90,284,691
6,029,573,893

一般職
(293名)

5,293,615団員災害補償費

0 0
4

198
9

320合 計

237,132,000632

6,821,075

種 別 人 数 金 額
18

合 計

種 別
0 0

654 249,246,690

人 数 金 額
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第
1
6
9
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
香
川
県
当
番
に
よ
り
、
8

月
27
日
高
松
市
の
「
香
川
県
自
治
会
館
」

で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
香
川
県
の
蓬
会
長

及
び
四
国
地
区
会
長
の
関
本
本
県
会
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
規
約
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
蓬
香
川
県
会
長
が
議
長
席

に
着
い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

の
大
西
徳
島
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次

の
と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　

議　
　

事

1　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
つ

議
長
全
国
大
会
に

﹁
本
四
連
絡
道
路
の
通
行
料
金
等
﹂を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会
　

い
て

　
　

田
中
高
知
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

2　

第
57
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

渡
部
愛
媛
県
事
務
局
長
か
ら
、
資
料

に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

原
案
（
別
掲
）
の
と
お
り
決
定
し
た
。

3　

第
54
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

渡
部
愛
媛
県
事
務
局
長
か
ら
25
年
度

の
研
修
会
の
開
催
概
要
及
び
そ
の
持
ち

方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
26
年
3
月
27
日
に
徳
島
県

で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

第54回四国地区町村議会議長会研修会 日程
	 と　き　平成25年11月₅日㈫　　
	 ところ　松前総合文化センター　
12：30～13：00　受　付
13：00～13：20　開会あいさつ　自治功労者表彰
13：20 ～ 14：50　講　演　「安倍政権の課題と日本政治の行方（仮題）」
　　　　　　　　講　師　政治アナリスト
　　　　　　　　　　　　　伊藤　惇夫（いとう あつお）氏
14：50～15：00　休　憩　
15：00～16：30　講　演　「働き盛りの健康法｣
　　　　　　　　講　師　トータルフィットネスインストラクター
　　　　　　　　　　　　　西　本　真寿美（にしもと ますみ）氏
16：30～16：35　閉会あいさつ

「四国8の字ネットワーク」の早期整備及び本州四国連絡道路における
全国共通水準料金の確実な実現について

　　「四国₈の字ネットワーク」は、本州四国連絡高速道路と一体となって、全国
の高速交通ネットワークを形成し、物流をはじめとする様々な経済活動や交流を促
進し、地域の活性化に資する極めて重要かつ根幹的な社会資本である。
　しかしながら、「国土ミッシングリンク」により高速交通ネットワークの機能が
十分に活かされていない高速道路の未整備地域では、都市からの時間的遠隔性か
ら、豊かな自然や多様な地域資源が活かされず、産業の不振、過疎化の進行など他
地域との格差が拡大している。また、四国₈の字ネットワークを形成する暫定2車
線区間は、対面通行による重大事故や交通集中期における大渋滞の発生により、地
域経済の発展や観光振興に大きな影響を及ぼしている。
　今後、四国地方が地域の強みを生かし、地域連携によって自律的に発展するため
には、四国地方の高速道路など高速交通ネットワークの早期整備が不可欠である。
　特に、先の東日本大震災の復旧・復興においても、道路の重要性が再認識された
ところであり、今後、南海トラフ大地震の発生も危惧されていることから、災害時
の緊急輸送道路の早期確保に当たっては、経済性・効率性だけではなく、防災性向
上の観点から事業評価を行い、早期整備が可能となる仕組みが必要である。
　更に、本州四国連絡高速道路の機能・役割は、本州・九州等の高速道路と同一で
ありながら、正に「平成の関所」とも言うべき高額な料金が、観光振興はもとより
農林水産物の流通や流通コストに敏感な「自動車組立工場」をはじめとした企業の
誘致等、様々な分野において大きな障害となっており、四国の発展の大きな阻害要
因となっている。
　よって、国は下記の事項について早急に適切な措置を講じるよう強く要望する。

記
₁　高速交通ネットワークの整備は、地域の活性化や生活利便性の向上、都市と地
域の連携強化、さらには、南海地震等の災害時の緊急輸送道路の確保や救急患者
の輸送時間の短縮などに大きく寄与する重要な事業であるため、経済性や効率性
だけを優先することなく、地方の実情を踏まえて行うこと。

　　特に、緊急時に「命の道」となる四国₈の字ネットワークの早期整備を図るこ
と。

₂　本州四国連絡高速道路の料金について、「第₇回本四高速の料金等に関する調
整会議」の協議を踏まえ、平成26年度から全国共通の料金水準を導入すること。

₃　遅れている四国地方の国道、県道、市町村道等の整備については、住民にとっ
て利便性が高く機能的で地域の実情に即した道路網として整備を促進すること。

　　また、危機的状況にある離島航路及び本州四国間のフェリー等の公共交通機関
について、維持存続を図るため、十分な支援を行うとともに、地方バス路線等、
地域公共交通確保維持改善事業の実施に当たっては、住民の最低限必要な交通イ
ンフラを守るという観点から、地方の実態に即した補助要件の緩和や新たな補助
区分の創設などの改善を図ること。
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◉
町
立
久
万
美
術
館
2
0
1
3
年
度
企
画
展

　「
新
井
淳
一
の
布
―
伝
統
と
創
生
」

 

９
月
₁₄
日
㈯
～
₁₁
月
₂₄
日
㈰　

　

新
井
淳
一
（
1
9
3
2
-）
は
、自
由
な

発
想
で
先
鋭
的
な「
ま
だ
見
ぬ
布
」を
次
々

と
生
み
出
し
て
き
た
稀
代
の
テ
キ
ス
タ
イ

ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。

　

新
井
淳
一
は
群
馬
県
桐
生
市
に
生
ま
れ
、

学
生
時
代
は
文
学
や
演
劇
に
親
し
み
、
高

校
卒
業
と
同
時
に
家
業
で
あ
る
織
物
業
に

従
事
し
ま
す
。
天
然
素
材
を
多
用
し
、
素

材
本
来
の
性
質
を
最
大
限
に
引
き
出
し
た

布
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
複
雑
な

模
様
を
描
き
出
し
た
ジ
ャ
カ
ー
ド
の
布
、

透
明
フ
ィ
ル
ム
に
金
属
を
蒸
着
さ
せ
た
金

銀
糸
で
織
っ
た
超
軽
量
の
布
な
ど
。
新
井

の
既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
布
づ
く
り

は
常
に
見
る
者
を
驚
か
せ
て
き
ま
し
た
。

　

林
業
の
ま
ち
久
万
高
原
を
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◉
第
43
回 
久
万
林
業
ま
つ
り

　
森も

林り

か
ら
の
収
穫

　
　
　

新
た
な
需
要
に
備
え
て

　
₁₀
月
₁₉
日
㈯
・
₂₀
日
㈰

　 

●
メ
イ
ン
会
場
／
久
万
公
園
お
ま
つ
り
広
場
　

■
木︵
こ
︶だ
わ
る

○
林
業
総
合
資
料
展

○
親
子
木
工
広
場

○
久
万
材
パ
ネ
ル
杉
ｉ
ｎ
ｇ
ハ
ウ
ス
の
展
示

【開館時間】　9：30～17：00（入館は16：30まで）
【休館日】　月曜日と祝日の翌日
【観覧料】　一般　800（500）円、高大生500（400）円、
　　　　　小中生400（300）円
　　　　　※（ ）内は20名以上の団体、高齢（65歳以上）･
　　　　　　 身障･療育各手帳の提示の際の割引料金

【お問い合わせ】
　町立久万美術館　☎0892（21）2881
　ホームページ　http://www.kumakogen.jp/culture/muse/

親子木工広場の様子

秋の味覚をどうぞ

■
現
地
見
学

○
モ
デ
ル
住
宅「
久
万
高
原
の
家
」

　
（
国
道
33
号
沿
い
久
万
中
学
校
近
く
）

○
宅
地
分
譲
地「
二
ユ
ー
タ
ウ
ン
久
万
高
原
」

　
（
久
万
公
園
西
側
）

■
秋
の
味
覚
で

　
　

こ
こ
ろ
も
お
腹
も
満
腹

○
も
ぎ
た
て
の
リ
ン
ゴ
や
ぶ
ど
う
、
し
い
た

け
、
高
原
野
菜
な
ど
旬
の
農
産
物
が
並
び

ま
す
。

○
懐
か
し
の
お
ふ
く
ろ
の
味
や
地
元
産
品
を

い
か
し
た
素
朴
な
加
工
品
も
目
玉
の
一
つ

で
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
︼

　

久
万
高
原
町
役
場
森
林
林
業
課
内

　
　

久
万
林
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
0
8
9
2︵
21
︶1
1
1
1

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

久
万
高
原
町

　

1
9
7
0
年
代
か
ら
1
9
8
0
年
代
に

は
、
三
宅
一
生
や
川
久
保
玲
ら
世
界
的
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
協
働
に

よ
り
、
さ
ら
に
制
作
の
幅
を
広
げ
て
い
ま

す
。
2
0
1
1
年
に
は
英
国
王
立
芸
術
大

学
院
よ
り
名
誉
博
士
号
を
授
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

本
展
で
は
新
井
淳
一
の
約
60
年
に
わ
た

る
布
づ
く
り
を
紹
介
し
ま
す
。
一
枚
の
布

に
込
め
ら
れ
た
も
の
づ
く
り
の
想
い
を
感

じ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
布
の
空
間
」
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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8
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
平
成
25
年
度
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
過
疎
対
策
担
当
課
長
等
会
議
及

び
現
地
視
察
（
2
日
ま
で
）

▽
7
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会

議
長
会
合
同
事
務
局
長
会
議
、
中
央
教

育
審
議
会
教
育
制
度
分
科
会
（
第
29

回
）、
全
国
町
村
会
「
政
府
予
算
編
成
」

要
請
活
動

▽
9
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
会

計
監
査
、
同
組
合
議
会
定
例
会

▽
12
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
平
成

25
年
度
第
1
回
定
例
会

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
19
日
＝
平
成
25
年
度
愛
媛
県
町
村
監
査

委
員
協
議
会
研
修
会
、
地
方
公
務
員
災

害
補
償
基
金
愛
媛
県
支
部
審
査
会

▽
20
日
＝
第
56
回
愛
媛
県
公
立
学
校
施
設

整
備
期
成
会
定
例
評
議
員
会

▽
22
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分

科
会
（
第
30
回
）

▽
23
日
＝
全
国
浄
化
槽
推
進
市
町
村
協
議

会
平
成
25
年
度
全
国
事
務
局
長
会
議
、

愛
南
町
議
会
議
員
研
修
会

▽
27
日
＝
第
1
6
9
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会

▽
28
日
＝
中
央
教
育
審
議
会
教
育
制
度
分

科
会
（
第
31
回
）、久
万
高
原
町
議
会
議

員
研
修
会

▽
29
日
＝
地
方
分
権
有
識
者
会
議

　　

8
月
15
日
に
思
う

　

8
月
15
日
は
、
終
戦
記
念
日
で
あ
る
。

先
の
大
戦
（
第
2
次
世
界
大
戦
）
か
ら
68

年
経
っ
た
。
今
や
日
本
人
の
大
方
は
、
戦

争
を
知
ら
な
い
。
戦
争
の
相
手
国
さ
え
知

ら
な
い
。
不
可
侵
条
約
の
一
方
的
破
棄
が

あ
っ
た
事
。
ま
し
て
や
開
戦
の
経
緯
な
ど

国
内
的
歴
史
を
知
ら
な
い
層
が
多
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。焦
土
と
化
し
た
国
土
、全

て
の
人
が
衣
・
食
・
住
に
困
窮
し
た
時
代

が
あ
っ
た
事
実
を
知
ら
な
い
事
は
、
幸
せ

か
も
…
。

　
『
後
を
し
っ
か
り
頼
む
。
子
供
を
丈
夫

に
育
て
て
く
れ
…
。』（
妻
子
へ
の
最
後
の

言
葉
）。『
明
日
の
午
後
9
時
に
ホ
タ
ル
に

な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。』（
特
攻
の
母
：「
冨

屋
食
堂
」
の
鳥
浜
ト
メ
さ
ん
に
約
束
し
た

と
お
り
、
ホ
タ
ル
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た

特
攻
隊
員
。）。
毎
年
8
月
15
日
は
、
家
族

の
幸
せ
と
平
和
を
願
い
二
十
歳
に
満
た
な

い
多
く
の
若
者
が
散
華
し
た
事
。
さ
ら
に

沖
縄
、
広
島
、
長
崎
の
悲
惨
さ
、
住
宅
各

地
へ
の
無
差
別
空
襲
が
あ
っ
た
事
な
ど
決

し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
一
日
で
も
あ
る
。

　

今
夏
季
の
局
地
的
集
中
豪
雨
、「
百
葉

箱
」
の
測
定
温
度
が
合
点
な
ら
ず
違
和
感

を
覚
え
る
連
日
の
猛
暑
は
、
簾
と
縁
台
と

団
扇
、
撒
き
水
な
ど
の
日
本
の
夏
風
情
を

半
世
紀
以
上
前
に
押
し
や
る
。

　

自
然
界
に
生
き
る
人
間
と
て
、
環
境
へ

の
順
応
が
必
要
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
付
い

て
行
け
な
い
今
日
。
そ
の
た
め
か
、
近
年

は
常
識
で
は
計
り
知
れ
な
い
事
件
・
出
来

事
が
多
発
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

自
然
界
の
異
常
に
感
化
さ
れ
て
、
人
間
界

も
異
常
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
…
。

暑
さ
解
消
の
た
め
？
、
猛
暑
の
た
め
判
断

力
の
錯
乱
か
？
、
個
人
の
売
名
？
な
の
か
、

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
の
冷
凍
製
品
庫
に
入
り
横

た
わ
る
店
員
、
食
べ
物
の
上
で
寝
転
ぶ
姿
、

ピ
ザ
生
地
を
顔
に
被
る
若
者
な
ど
の
画
像

を
ネ
ッ
ト
に
流
す
行
為
が
意
味
不
明
で
あ

る
。
悪
ふ
ざ
け
の
内
容
が
正
常
で
は
な
い

事
と
理
解
出
来
な
い
と
こ
ろ
が
怖
い
…
。

　

若
者
に
は
、
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に
密

着
す
る
よ
う
な
窮
屈
な
想
い
を
す
る
よ

り
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
時
、
初
秋
の

鹿
児
島
県
へ
自
分
旅
を
勧
め
た
い
。
先
端

科
学
の
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
と
と
も

に
、
是
非
と
も
知
覧
町
の
「
知
覧
特
攻
平

和
会
館
」
を
訪
れ
て
ほ
し
い
。
平
和
の
礎

と
な
っ
た
尊
い
命
に
よ
っ
て
、
今
の
日
本

が
引
き
継
が
れ
存
在
す
る
事
を
知
る
は
ず
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
自
分
自
身
を

き
っ
と
取
り
戻
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　

自
分
旅
を
終
え
れ
ば
、Ａ
Ｋ
Ｂ
48
が
、汗

を
流
し
な
が
ら
懸
命
に
踊
る
テ
レ
ビ
画
面
、

雑
誌
で
笑
い
を
振
り
撒
く
写
真
等
も
ま
た
、

違
っ
た
形
（
意
味
）
で
見
え
る
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
。『
若
者
よ
！
』平
和
を
謳
歌

す
る
な
ら
68
年
前
の
同
年
齢
の
生
き
様
を

直
視
し
て
か
ら
行
動
を
、
愚
か
さ
と
今
の

感
謝
が
、
同
時
に
沸
い
て
く
る
は
ず
…
。

　

少
子
化
対
策
の
前
に
、
次
世
代
を
担
う

若
者
に
事
の
善
悪
の
判
断
が
、
自
身
で
出

来
る
事
を
強
く
望
む
8
月
15
日
で
あ
る
。

�
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）

 

「
人
間
に
あ
っ
て
良
い
も
の
と
言
え
ば
、

　
　

若
い
感
情
と
老
い
た
る
思
想
の
み
」

　
　
（
ジ
ュ
ウ
ベ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ス
の
道
徳
家
）

一

筆

編
集
後
記

　

今
年
も
終
戦
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
と
2
年
で
70
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

時
代
に
生
き
た
人
々
は
艱
難
辛
苦
に
堪
え

な
が
ら
、
世
界
に
類
を
見
な
い
平
和
で
豊

か
な
国
家
を
築
き
上
げ
た
の
で
す
。
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
の
平
安
を
次
代

に
引
継
ぐ
責
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◇

　

上
の
一
筆
に
あ
る
よ
う
に
先
の
大
戦
で

は
、家
族
の
幸
せ
と
平
和
を
願
い
、多
く
の

若
者
が
特
攻
に
散
っ
た
と
い
い
ま
す
。
当

時
の
人
々
の
気
持
ち
を
窺
い
知
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
今
の
価
値
観
で
時
代
を

裁
く
こ
と
は
、
み
霊
に
失
礼
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

か
く
す
れ
ば　

か
く
な
る
も
の
と
知
り

な
が
ら　

や
む
に
や
ま
れ
ぬ
大
和
魂

　

吉
田
松
陰
の
歌
で
す
が
、
散
華
さ
れ
た

方
々
の
心
を
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
あ
の
戦
い
に

散
っ
た
、
あ
ま
た
の
英
霊
に
心
か
ら
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
ま
す
。◇

　

明
日
は
防
災
の
日
で
す
。
今
年
の
夏
は

異
常
な
気
象
で
し
た
。
猛
暑
の
日
照
り
か

ら
一
転
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
豪
雨
が

降
り
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
で
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
「
東
南
海
・
南
海
地

震
」
が
発
生
す
る
確
率
が
高
い
と
言
わ
れ
、

ど
う
な
る
の
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
僕
を
含
め
、
な
ぜ
か
人
々
は
「
自

分
の
と
こ
ろ
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

地
震
や
大
雨
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、大
切
な
命
や
財
産
を
守
り
、被
害
を
少

な
く
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
私

た
ち
は
日
頃
か
ら
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
よ
し
、
今
日
は
家
族
で
話
し
合
っ

て
み
よ
う
。
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
。
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